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平成 22年 3月期第 2四半期累計期間の業績予想数値と実績値との差異及び通期業績予想の修正

に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 21 年 5 月 15 日に公表した平成 22 年 3 月期第 2 四半期累計期間の業

績予想値と実績値との差異及び平成 22 年 3 月期通期業績予想の修正について、下記の通りお知らせいた

します。 

記 

（金額の単位：百万円） 

平成 22 年 3 月期第 2 四半期連結累計期間の連結業績予想数値と実績値との差異（平成 21 年 4 月 1 日～平成 21 年 9
月 30 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益 

     円 銭

前回発表予想 （Ａ） 11,500 △115 △115 △120 △12.61 
実績値 （Ｂ） 9,336 △263 △273 △182 △19.16
増 減 額 （Ｂ－Ａ） △2,163 △148 △158 △62 ― 
増 減 率（％） △18.8 ― ― ― ― 
（ご参考）前期第 2 四半期実績 
（平成 21 年 3 月期第 2 四半期） 

15,804 239 258 127 13.38 

 
平成 22 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

     円 銭

前回発表予想 （Ａ） 25,600 110 100 50 5.25 
今回修正予想 （Ｂ） 22,600 △190 △185 △125 △13.13 
増 減 額 （Ｂ－Ａ） △3,000 △300 △285 △175 ― 
増 減 率（％） △11.7 ― ― ― ― 
（ご参考）前期実績 
（平成 21 年 3 月期） 

28,328 201 208 73 7.72 

 
 
 
 
 
 
 
 



平成 22 年 3 月期第 2 四半期累計期間の個別業績予想数値と実績値との差異（平成 21 年 4 月 1 日～平成 21 年 9 月

30 日） 
  

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 
     円 銭

前回発表予想 （Ａ） 9,800 △104 △100 △107 △11.24 
実績値 （Ｂ） 7,729 △256 △223 △142 △14.98 
増 減 額 （Ｂ－Ａ） △2,070 △152 △123 △35 ― 
増 減 率（％） △21.1 ― ― ― ― 
（ご参考）前期第 2 四半期実績 

（平成 21 年 3 月期第 2 四半期） 
― ― ― ― ― 

 
平成 22 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

     円 銭

前回発表予想 （Ａ） 21,700 74 70 35 3.68 
今回修正予想 （Ｂ） 18,800 △225 △198 △118 △12.40 
増 減 額 （Ｂ－Ａ） △2,900 △299 △268 △153 ― 
増 減 率（％） △13.4 ― ― ― ― 
（ご参考）前期実績 

（平成 21 年 3 月期） 
24,103 131 190 42 4.45 

 
差異及び修正の理由 

当第２四半期累計期間のエレクトロニクス業界は、政府主導による補助金対策等により一部に購買

活性化の動きが見られるものの、依然として厳しい状況で推移しました。 
当社グループにおきましては、FA 関連の在庫調整が第２四半期から改善されると想定しておりまし

たが、依然として設備投資抑制の動きが強く、生産調整・在庫調整が長期化したこと等により売上高

は、当初計画を大幅に下回る結果となりました。 
利益面につきましても、業務の効率化並びに徹底した経費削減等の収益改善に向けた施策を行って

おりますが、売上高減少による影響が大きく、当第２四半期累計期間の連結及び個別の業績予想を修

正いたしました。 
通期の業績につきましても産業機器市場はある程度回復傾向に向かうと予想されますが、設備投資

抑制の状況は第３四半期以降も継続すると考えられるため、通期の連結及び個別の業績予想を修正い

たしました。 
 
（注） 本資料に掲載されている業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて算

出したものであり、実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
 
 

以 上 


